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要  旨  
LEDバックライトは従来のCCFLバックライトに比べ広い色再現性を持ち、水
銀を含まないことから環境に優しい液晶ディスプレイ用光源として期待されてい
る。しかし、CCFLに比べ消費電力が大きいことや、素子の発光特性にバラツキが
あり、コストが高いことなどから製品への適用例は少ない。  
上記の問題を解決するために暗い画像を表示するときにバックライト輝度を下
げ、透過率を上げることで表示画像を再現するAdaptive Dimming法の適用は非常
に有効な手段である。また暗室コントラストの向上や低輝度側での階調増加とい
った効果がある。本研究では、LEDバックライトを用いたLCDに、Adaptive 
Dimming法を適用し、動画表示特性の実験を行い、次元別輝度制御による消費電
力の違いを調べることを目的とした。またブロックサイズ、調光周期、調光係数
の段階数、調光輝度の設定方法による消費電力低減効果の関係を調べ、求められ
た最適条件を目的とした。  
バックライトユニットは大きさが120mm × 90mmで、厚さ0.2mm、高さ15mmの
白色仕切り板により横4個、縦3個のブロックに分割されている。各ブロックは
30mm角で中央にRGB-LEDが配置されている。各LEDは独立駆動が可能で、輝度
を9段階に調光することができる。厚さ2mmの拡散板を仕切りに密着するように配
置し、その上にIPSモードの対角19インチSXGA-LCDモジュール（画素ピッチ
0.294mm）をのせる。このバックライトユニットでサンプル動画に全てのLEDを
均一に調光する0次元輝度制御、行毎に均一にLEDの調光係数を揃える1次元輝度
制御、全てのLEDの輝度を個別に調光する2次元輝度制御の3つの方法で1秒ごとに
Adaptive Dimming法を適用し消費電力を測定した。実験の簡略化のためにまず赤
色信号と赤色LEDのみを使用した実験を行った。その結果、赤色信号のpost-gamma 
APL(Average Picture Level)が10.3%のサンプル動画”Sunset”では0次元、１次元、2
次元の平均消費電力はそれぞれ100%, 72%、43%となった。post-gamma APL(Red)
が8.0%の動画”Statue of liberty”では83%(0次元)、71%(1次元)、43%(2次元)になっ
た。両サンプル動画共に2次元Adaptive Dimming法により大幅に消費電力を低減で
きることがわかった。  
消費電力は理論的にはpost-gamma APLの値まで下げることが可能である。調光
領域分割数、調光周期、調光係数の段階数、輝度の分割方法の4つの要素について
シミュレーションを行い消費電力の低減効果を調べた。その結果、ブロックサイ
ズは1ブロックあたり40×40画素、調光周期は30フレーム、調光輝度は信号等分割
法の8段階にすることで十分に消費電力が低減できることがわかった。  
シミュレーションにより得られた調光条件をフルカラーのサンプル動画に適用
した結果、消費電力はpost-gamma APL(RGB)が9.3%”Statue of liberty”の消費電力は
16.5%、post-gamma APL(RGB)が8.7%”Sunset”では13.5%という結果になった。 
 
